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 １．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

 

本町ではこれまで、2019（平成31）年３月に策定した中土佐町地域公共交

通網形成計画に基づいた公共交通利用促進の取り組み及び路線網の拡充に

より、路線バスとコミュニティバスは沿線の人口減少にも関わらず一定の

利用状況を維持してきた。 

高齢者人口が減少局面に入ったことや、近い将来に必ず発生するとされ

る南海トラフ地震といった大きな課題への対応、ＩＴやＡＩの技術革新と

それに伴う公共交通の新しい展開への対応など、地域と公共交通を取り巻

く社会状況は大きく変化している。 

このような社会的変化に対応し、将来に対する備えを行いつつ、地域住民

と本町を訪れる観光客の移動サービスの拡充と維持は必要不可欠なものと

考えている。 

本町においては、ＪＲ四国が運行する鉄道（土讃線）、高知高陵交通及び

四万十交通の路線バス、コミュニティバス、そしてタクシーが公共交通とし

て運行している。 

コミュニティバスは2013（平成25）年より地域内の公共交通空白地区の解

消を主たる目的として運行しており、独自の移動手段を持たない人の通院

や買い物、楽しみのためのおでかけなど、生活に必要な移動手段として活用

されている。 

地域との対話を通じた路線再編は重要度が高いと考えており、地域の状

況に合わせて公共交通ネットワークのかたちも変化させている。 

久礼地区内のコミュニティバスは中心部と郊外部をつなぐ生活交通路線

として、大野見地区と上ノ加江地区内では、幹線系統として機能する路線バ

スと接続するフィーダー系統として、それぞれ地域住民の生活を支えてい

る。 

地域の移動ニーズの変化に対応し、町民の誰もが生活に必要となる移動

手段を確保するためには、コミュニティバスの運行は必要不可欠な存在と

なっている。 
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２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 

■ 目標２：コミュニティバス利用者数を増加させる 

（中土佐町地域公共交通計画 P79 参照） 

・公共交通網の利便性向上により、コミュニティバスの利用者数が増加し、現状より 10％

程度増加する。 

 

令和 5年度の利用実績 

前
年
実
績 

2022 年 10 月～2023 年 9月 目標値 

萩原･大野線 821 人 900 人 

楠ノ川線 984 人 1,080 人 

長沢･大坂線 417 人 840 人 

下ル川線 1,774 人 1,950 人 

萩中線 1,297 人 1,430 人 

高樋線 694 人 940 人 

上ノ加江線 1,248 人 1,370 人 

合計 7,235 人 8,510 人 

※ 長沢･大坂線、高樋線は当面の間、同補助基準を満たす利用者数を目指す。 

 

検証方法 毎年 10 月～翌９月のコミュニティバス利用者数から、全利用者数を算出

する。 

 

 

■ 目標３：バスパス交付対象者の所持率を高める 

（中土佐町地域公共交通計画 P79 参照） 

・公共交通網の利便性向上に加え、マイナンバーカードとバスパスの連携によるメリッ

トが認識されることで、バスパスの交付を申請する対象者（65 歳以上の町民）が増加

することを目標とする。目標値として、交付対象者の 50％を超える人がバスパスを所

持する。 

検証方法 毎年 12 月１日時点における住民基本台帳から算出するバスパス交付対

象者数と、その内実際に所持する人の割合を算出する。 

 

 

■ 目標５：コミュニティバスの公的資金投入額を維持する 

（中土佐町地域公共交通計画 P80 参照） 

・公共交通網の利便性向上により、コミュニティバスの利用者数が増加する。これによ

り、利用者１人当たりの公的資金投入額が縮小していくことを目指す。ただし、人口減

少を考慮して現状値（2,345 円/人）を維持することを目標とする。 

検証方法 毎補助年度における公的資金投入額と利用者数データを活用し、コミュ

ニティバス利用者１人当たりの公的資金投入額を算出する。 
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■ 目標７：コミュニティバスの収支率を改善させる 

（中土佐町地域公共交通計画 P81 参照） 

・公共交通網の利便性向上により、コミュニティバスの利用者が増加することで収支率

（4.6％：令和 5年度）が改善していくことを目標とする。 

検証方法 

 

毎補助年度における、コミュニティバスの収支率を算出し、現状値より

悪化しないことを目標とする。 

 

 

■ 目標 11：中心部でのコミュニティバス乗降数を維持する 

（中土佐町地域公共交通計画 P82 参照） 

・公共交通網の利便性向上により、公共交通を使った外出が増加するとともに、広域公共

交通（鉄道や町外への路線バス）に乗り換えてさらに広域に移動する利用者も増加する

と考える。そこで、コミュニティバスの各地区中心部における乗降者数について、人口

が減少していることを加味して令和５年度実績（6,746 人）を維持することを目標とす

る。 

検証方法 中土佐町役場･土佐久礼駅･久礼駅前･南新町･札場･久礼橋･元橋の区間、

大野見･大野見役場･奈路（中）の区間、上ノ加江郵便局前･上ノ加江公民館

前･上ノ加江･上ノ加江スーパーの区間 

上記区間（フリー乗降含む）を補助年度で算出する。 

 

 

（２）事業の効果 

〇 現在移動手段を持たず、日常生活の維持に支障を来していた高齢者などが、

買い物や通院、その他の用事のために、他人に気を遣うことなく移動し、

用事を済ませることができるようになる。 

〇 フィーダー系統の充実により、幹線のバス路線やＪＲなどに接続して利用

することで、既存の公共交通網の利用促進が期待される。 

〇 曜日を限定した集落単位の移動手段となることにより、車内で顔見知りと

会う機会が増える。これが、主な利用者となる高齢者の介護予防につなが

ることや、集落内のコミュニケーション促進、地区内の人のつながり強化

が期待できる。さらに、これまで以上に人との会話が増えることから、こ

のバスを利用すること自体が楽しみとなり、バス利用の相乗効果が期待で

きる。 

○ 生活のための移動手段確保として、自家用車の運転に自信を持てなくなっ

た高齢者であっても、その日の体調と相談しながら移動手段を選択したり、

思い切って運転免許証の自主返納をしたりするなど、複数の移動手段を利

用できる環境が整っていることにより、地域の交通安全確保につながる。 
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３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

 

① 公共交通の適正配置と運行［中土佐町・交通事業者］ 

○ 高知高陵交通、四万十交通、そしてコミュニティバスの運行事業者三者が町と連携し、

路線バス及びコミュニティバスの適正配置に向けて取り組みを推進する。2025（令和７）

年度に予定されている高知高陵交通矢井賀線のダイヤ改正等に合わせ、地域全体の路線

再編の検討をすすめる。 

［中土佐町地域公共交通計画 P84］  

 

 

② コミュニティバスネットワークの再編と維持［中土佐町・交通事業者］ 

○ コミュニティバスの利便性を地域の移動ニーズに合わせて再編し、運行を維持してい

く。 

［中土佐町地域公共交通計画 P84］  

 

 

③ 全てのモード間接続とその維持［中土佐町・交通事業者］ 

○ 鉄道、路線バス、コミュニティバスの接続を、利用者が乗り換えしやすく設定し、シー

ムレスな路線網を構築する。 

［中土佐町地域公共交通計画 P85］  

 

 

④ 待ち合い施設における情報掲示の更新と充実［中土佐町・交通事業者］ 

○全ての停留所における運行情報を、時刻表と路線図、運行事業者の連絡先をセットにして

掲示する。停留所の掲示面が小さく、掲示することが困難な場合は、その標柱の更新も

含めて更新する。 

［中土佐町地域公共交通計画 P86］  

 

 

④ 公共交通時刻表冊子の製作［中土佐町］ 

○ 町が主導して製作している“中土佐町公共交通時刻表”を、ダイヤ改正のある時には事

前に情報を更新し、製作する。 

［中土佐町地域公共交通計画 P88］  

 

 

⑤ 地区別意見交換の定期的な開催［中土佐町］ 

○ 地区に入って住民との対面による意見交換を定期的に開催する。年間６地区以上開催し

ていくことにより、２～３年で一巡する。この場で得られた意見から可能なものは路線

再編に反映していく他、公共交通利用を直接啓発していくことにもつなげる。また、公

共交通利用者との意見交換も必要に応じて開催する。 

［中土佐町地域公共交通計画 P89］  
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⑥ バス乗り方教室の開催［中土佐町・交通事業者］ 

○ 実際に運行している車両を持ち込み、学校や地区の集まりを対象としたバス乗り方教室

を開催する。ＩＣカードですかやマイナンバーカードを活用したバスパス、実際に運行

している車両の体験などを通してバスのことを知ってもらい、利用につなげていく。 

［中土佐町地域公共交通計画 P91］  

 

 

⑦ おでかけイベントの企画･開催［中土佐町・交通事業者等］ 

○ 公共交通の利用に慣れていない人などを対象とした、バスを使ったおでかけイベントを

企画し開催する。イベント名目ではあるものの、貸切ではなく通常運行しているバスを

活用することでバスを体験する機会にもなり、バスの利用につながっていくことが期待

できる。 

［中土佐町地域公共交通計画 P91］  

 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

 

表 1 を参照。 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

 

中土佐ハイヤーが運行している本フィーダー系統（中土佐町コミュニティバス）の運

賃収入を差し引いた欠損分（赤字分）を、中土佐町が運行補助として補填している。 

 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

 

○ 利用者数の集計と分析 

路線バスは、町内の停留所のみ抽出することが困難であることから、路線単位で利用

者数の算出とする。中土佐町コミュニティバスは、バス利用者を停留所での乗降者数

別に乗務員が記録し、その結果を分析する。 

 

○ 地区住民を対象とした意見交換会の定期開催 

利用状況から課題が見られる地区などを対象として、年間６地区以上開催していくこ

とにより、２～３年で一巡する。この場で得られた意見から可能なものは路線再編に

反映していく他、公共交通利用を直接啓発していくことにもつなげる。 

 

○ 公的負担額と収支率を把握する 

町内の路線バスと中土佐町コミュニティバスの公的負担額と収支率を整理する。 
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７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

 

－ 該当なし － 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

 

－ 該当なし － 

 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期及

びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

 

－ 該当なし － 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

表５を参照。 

 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

 

－ 該当なし － 

 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

－ 該当なし － 

 

（２）事業の効果 

 

－ 該当なし － 

 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

－ 該当なし － 
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14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

－ 該当なし － 

 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

－ 該当なし － 

 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

－ 該当なし － 

 

（２）事業の効果 

 

－ 該当なし － 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 

－ 該当なし － 
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18．協議会の開催状況と主な議論 

 

令和 5 年度 

開催日 協議事項 

令和 5年 6月 20 日 

［第 1回地域公共交通会議］ 

◇中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る評価指標の検証 

  → 承認 

◇中土佐町地域公共交通網形成計画（現地域公共交通

計画）に係る取り組み 

  → 承認 

◇中土佐町コミュニティバスの再編について 

  → 承認 

◇中土佐町生活交通確保維持改善計画について 

  → 承認 

◇中土佐町地域公共交通計画の策定について 

  → 承認 

令和 5年 11 月 21 日 

［第 2回地域公共交通会議］ 

◇協議 1：中土佐町地域公共交通計画に係る調査及びと

りまとめ方針について 

→ 承認 

・地域の人口推移 

・住民アンケート調査 

・通学に関するアンケート調査 

・バス利用者の意向調査 

・地区別意見交換 

・関係者ヒアリング 

・計画のとりまとめ方針 

令和 6年 1月 5日 

［第 3回地域公共交通会議］ 

書面協議 

◇議案 1：令和５年度地域公共交通確保維持改善事業に

関する事業評価について 

 → 承認 

令和 6年 2月 6日 

［第 4回地域公共交通会議］ 

◇協議 1：中土佐町地域公共交通計画（素案）について 

→ 承認 

令和 6年 3月 12 日 

［第 5回地域公共交通会議］ 

◇協議 1：中土佐町地域公共交通計画の策定について 

→ 承認 

 

令和 6 年度 

開催日 協議事項 

令和 6年 6月 27 日 

［第 1回地域公共交通会議］ 

◇中土佐町コミュニティバスの再編について 

→ 承認 

◇中土佐町地域公共交通計画認定申請書について 

→ 承認 

◇中土佐町地域公共交通計画に係る取り組みについて 

→ 承認 
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19．利用者等の意見の反映状況 

  

利用者及び地区からの要望や意見 その対応及び反映状況 

■ 久礼地区中心部の北町方面におけるコミ

ュニティバス運行の要望 

・北町から中島の通りにかけて、久礼地区で

も人口が集中しているところではあるもの

の、コミュニティバスの運行がなかった。

高齢者も多く、久礼地区内での買い物など

に利用したいので、コミュニティバスの運

行をお願いしたい。 

・コミュニティバスが運行する表通りまで出

ることが難しい年齢になった。中島の通り

にもコミュニティバスが運行をしてもらい

たい。 

まずは、長沢･大坂線が中島の通りか

ら栄町、北町方面に運行するように路

線を再編する。 

 

■ 高樋線の路線の短縮 

・高樋線は利用が少なく、利用者数も少ない

ため、特に人口が極端に少ない高樋地区周

辺に聞き取りをした。 

・周辺の住民はみんな車を持っており、急に

バスを利用することもないだろう。 

・今のところは移動手段確保に困っていな

いのでバスを使うことはない。 

高樋線の運行経路を大マタ峠までと

し、大マタ峠から上高樋までの経路を

運行休止とする。 

■ 大野見地区コミュニティバスの最終便の

延伸について 

・萩中線は寺元まで下り最終便を延伸しても

らいたい。旧大野見北小学校前で降りてか

ら自宅まで歩いて帰るのは荷物があるとき

はしんどい。最終便でも帰ることができる

ようになると、行動範囲を拡げることがで

きる。 

下ル川線は下ル川奥まで、萩中線は寺

元まで、そして高樋線は大マタ峠まで

最終便の運行を延伸する。 
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